
区三百 都市部における余暇満足度の特性

0土屋薫(青森大学)、並谷泰秀(青森大学)

1.はじめに

実融局院を通じて斜慣行動を珊干しようとする研究者にとって、余暇満足度や余暇塁屈度等の尺

度の開発及び信頼性と妥当性に関する研究は不可欠である。

本研究は、昨年度に引き続き、都市部住民を対象にした調査結果から余暇行動モデルを構築する足

がかりを得ようとするものである。本年度は特に、斜段満足度のスケールlこ焦点を当てる。なお用語

に関して、本研究におし、ては、斜院とレジャ を同義のものとして扱う。

2.研究の方法

(1)余暇満足度(Leisure Sa'出血ctionScale ) 

本研究では、 BeardとRagheb (1980) によって作戒された余暇満足度に関する調査票のショー

トパージョン (6 つのサブスケール各 4項目勺構成され全体で 24項目)の改善版を使用しt~ この

改善版は、我々が青森市の20才以上を対象に 1998年に行ったノミイロット調査の結果に基づいて作

成されたものである。項目数はトータルで18項目、サプスケール数は6つ(サプスケル数及明村

容はオリジナルと同様)であり、各サプスケール3項目ずつの構成である。

(2)仮説と分析手法

検定すべき仮説は、下記の2点である。

1. 余暇満足度任..eisureSatisfaction)は6つの因子 (Psychol噌ical，EducationaL S田 ial，

RelaxationaL Physiological， Aesthetical)から構成される。

2. 斜段満足度が向上すると、余暇行動の頻度は向上.する。

また、計量心理勃句古典麗命に基合、た基本自慨計分析(記蹴言ゆ析、度数分布分析、同現性分

析、相関分析、因子分析)を行った。

(3)サンプル

本研究は、青森市調査に引き続き行われた到'i8の都市部を対象にした調査研究である。サンプルは、

和幌、東京、名古屋、大阪の4地点から行われた。回収された317票が本研究のサンプルで、ある。

3.結果と考察

(1)余暇満足度のトータルスコア

余H関荷足度の具備均な設問は表 1に示した。また、信頼性に関する項目M 統言H直等の詳細は表 2

に示した

余暇満足度のトータルスコアは平均 103.41で、青森における平均値の77.50を対聞こ上回った。

また、標準偏差は 28.08で、これも青森の 20.26を大きく上回った。総合点の尖度(Kurtosis)

は、.517で歪度 (Skewness)は一.564で、あった。青森においては総合得長の尖度 (Ku此osis)が

-.351で歪度侶kewness)が一.035であり分布はほぼ左右対朝な分布であったのに対して、都市

部では Heavy Tailでやや Negative Skewの傾向が見られた。しかし、総合点の度数分布の正規

分布からの潮見は、大きくなく分布の形状もほぼ正規分布を近似するものであった(図1)。
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余暇満足度の総合点

(2)余暇満足度とそのサプスケール

サブ‘スケールスコアの平均は、 Physiological(生調判句満足度)が最も低く 9.91で、Relaxation

が最も高く 15.53で、あった(表3)0 Relaxationは、他のサブ、スケールと比較して高い満足度を生

み出し、しかも、被験者間の個人差は他のサブ、スケールと此;較して小さかった (σ=4.18)。すなわ

ち、大多数の人は余暇によるリラックス効果を享受していると考えられる。一方、 Physiological(生

理争眠満足度)の特徴は、車均的満足度は低いが標準偏差が大きいこと、また運動を行うグ‘ループと

運動を行わなし、グループで満足度のレベルが大きく異なる点である。すなわち、この種の満足を得る

人たちは、斜院を楽しむ人たちの中でも一部に限られている左考えられる。

図1.

表3.余暇満足度の総合点及びサプスケーノレ日計費性)

Std. Deviation Alpha Mean Maximum Minimum N 

.940 

.890 

28.08 

4.6269 

103.41 

13.0637 

175 

21.00 

25 

3.00 

287 

314 

Classical Total Score for 

LSS 

Psychologi伺 ISatisfaction 

Educatinal Satisfaction .910 4.3085 14.0354 21.00 3.00 311 

.930 4.8369 13.6635 21.00 3.00 315 Social Satisfaction 

.920 4.1840 15.5290 21.00 3.00 310 Relaxational Satisfaction 

.920 5.2226 9.9100 21.00 3.00 311 Physiological Satisfaction 

Aesthetic Satisfaction .760 

n
L
 

nペリ

4.1654 21.00 -10.4950 3.00 303 



(3)余暇満足度の因子分析

全項目 (18項目)を用いた因子分析 (Promax ro佃伽n;Kiser Normallzation; Kappa=4) 

で1.0以上の固有値(eigenva1ue)を持つ因子は4因子であった。結果は表 3(因子寄与率など)

に示した各因子l設ける寄与率は4因子全体で75.224%となり、項目数が 18であることを考慮す

ると、十分に齢、と考えられる。また、斜効平(promax rotation)に基弘、た間有値打b凶)は、

9.058から1.079で、第一四ー子のウエイトは他の因子と比較して圧倒的に高かった

表3.余暇満足度(18項目)の因子分析

2 1.968 10.933 61.2雪7 1.968 10.933 61.257 

3 1.435 7.973 69.230 1.435 7.973 69.230 

4 1.079 5.994 75.224 1.079 5.994 75.224 

5 996 5.531 80.755 

6 .591 3.284 84.039 

7 .526 2.921 86.961 

8 .355 1.974 88.935 

9 .314 1.743 90.678 

10 .297 1.650 92.328 

11 277 1.537 93.865 

12 245 1.364 95.229 

13 204 I.J3S 96.364 

14 183 1.018 97.382 

15 .162 900 98.282 

16 .137 .764 99.045 

17 112 。625 99.670 

18 5.939E-02 330 100.000 

Extraction Method: Principal Component Analys阻

Initial Eigenvalues Extraction Smns ofSquared Lo蜘唱II RotationS叩1S0fSq即 'edLoad品gs

Componenl Tolal yo ofVariancぽ umu!alive% Tota! yo ofV町ianceCumulative% Tola! yo ofV町ianceC凹n由 live%

9.058 5ゆ.325 50.325 9.058 50.325 50.325 8.204 

5.059 

6.239 

3.666 

a. When components are corre!ated， 叩msofsq岨.red!oadings call1lol be added 10 obtain a lota! variance 

5.まとめ

都市部における余H関前足度の総合点、と各サブ司スケールにおける結果は、青森市における研知古果と

同じであった。このことから、次の二点がわかる。すなわち、余暇満足度の尺度は異なるサンプルに

おし、ても安定した推計を提供できる。また、余暇満足度のサプスケーノ同開の鞘敷は準都市部およて瑚l

市部で大きな違いが無い。しかし、余暇満足度の平均値は都市部で最も高かった。

(なお、余暇活動を交えた分析は、発表当日餅ヰ参照。)
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